
 

 

宍粟市報道発表              令和７年９月 18 日 

 
宍粟産ブルーベリーで楽しむ「ヌン活」 

大学生が「アフタヌーンティー」考案  
 

概 要 

  

盛り付けられたスイーツをハーブティーなどと楽しむアフタヌーンティ

ー、通称「ヌン活」。市と商工会、西兵庫信用金庫が連携して行う実践型

インターンシップの一環で、宍粟メイプル株式会社へ長期インターン中の

大学生が「ヌン活」を通じて宍粟産ブルーベリーの魅力を発信し、地域を

盛り上げようと、ブルーベリーをふんだんに使ったオリジナルのアフタヌ

ーンティーセットを考案しました。 

学生たちは、ブルーベリーの葉を使ったハーブティーやグラス仕立ての

スイーツ「ヴェリーヌ」、さらに昨年度のインターン生が開発したブルー

ベリーフィナンシェなどを盛り込み、見た目も華やかな「映える」セット

を完成させました。 

「ヌン活」をきっかけとして、観光客や地域の人たちが宍粟市で過ごす

時間をもっと豊かにしてほしいという想いのこもった商品です。 

 今月 23日には、国見の森公園で開催される「くにみまつり」会場で学

生自らが新商品を提供し、翌 24 日には、新商品を完成させるまでの道の

りや宍粟市での成長を振り返る報告会を実施します。 

 

実践型インターン概要 

 インターン生 

  中川
なかがわ

 優奈
ゆ な

（東洋学園大学現代経営学科１年） 

  高橋
たかはし

 文子
あ や こ

（東北芸術工科大学コミュニティデザイン学科２年） 

受入企業 宍粟メイプル株式会社（宍粟市波賀町安賀８番地１） 

受入期間 ８月 23 日～９月 24 日 

取組内容 

・毎夏集まる２トンのブルーベリーを使った商品開発 

 ・レストラン、宿泊施設など他事業部との連携 など 

参考資料 実践型インターンシップ 2025（学生作成資料） 

問合せ先 所属 商工観光課 ℡ 0790-63-3127 

兵庫県宍粟市 
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 宍粟市実践型インターン 2025 夏  

 

東洋学園大学現代経営学部 1年 中川 優奈 

東北芸術工科大学デザイン工学部 2年 高橋 文子 

 

波賀町の特産品であるブルーベリーを使った新商品・サービスの

開発で道の駅と地域を盛り上げたい！という思いから、波賀町で地

元特産品の製造・・販売業、地域振興を行っている・ 宍粟メイプル株式

会社」で、埼玉県と山形県から 1 名ずつ、1 ヶ月のインターンシッ

プに挑戦しています。 

 

初めて訪れる場所で、初めて会う人たちと仕事をするにあたって

は 今までに経験したことのないような体験を通して自分を見つめ

直し、成長していきたい」(中川)、 1 ヶ月間地域に没頭して、大学

で学んでいるまちづくりを活かして貢献したい」（高橋）というそれ

ぞれの強い思いがありました。 

 

今回は、道の駅に毎夏集まる 2 トンのブルーベリーを使った新商

品の開発やSNS広報、昨年のインターン生が開発したブルーベリー

フィナンシェを通常販売に載せるための計画設計などのミッション

を託されました。 

他社製品のリサーチだけでなく実際の業務体験なども通じてブル

ーベリーや会社についての理解を深め、何度も企画を練り直しなが

ら試作・改良を重ねました。 
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業務体験の様子 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・   ヴェリーヌの試食・販売 

 

社内や地域イベントでの試飲・・試食会も開き、ありがたいお言葉を

たくさんいただけました。しかし、ときどき自分たちが思い描いてい

たようにできていないと感じたり、ただただ目の前のことに集中し

すぎてしまったりして、方向性を見失うこともありました。 

そのようなときに、会社やインターン生同士でよく話し合い、相手

の意見を尊重しつつお互いにとって一番大切にしたいと思う軸を正

すようにしていたことが、このインターンでより良いものを作ろう

とする姿勢につながったのだと思います。 

 

9 月 23 日にはインターン活動の集大成として、 くにみまつり」

でのアフタヌーンティーのお披露目とヴェリーヌ販売を行わせてい

ただきます。その後、アフタヌーンティーは宍粟メイプル株式会社が

運営する宿泊施設内での提供の実現をめざし、ヴェリーヌは新商品

としてレシピを会社に提供することが私たちの最終ゴールになって

います。 

多くの方々に、インターンでの活動や企業の取り組みを知っても

らえる機会になると思っています。ぜひ、お越しください！ 
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〇くにみまつり 2025・出展 

日時：2025年 9月 23日（火・祝）10:00〜15:00 

場所：兵庫県立国見の森公園（宍粟市山崎町上比地374） 

内容：アフタヌーンティーのお披露目、ヴェリーヌ販売 

 

◯実践型インターン最終報告会 

日時：2025年 9月 24日（水）9:00〜 

場所：宍粟市役所（宍粟市山崎町中広瀬133-6）3F庁議室 

内容：インターン生による成果報告、学びと気づきの発表 

 

    

 

 

 

 

 

 

提供するスイーツについての打ち合わせ風景 

 

   
アフタヌーンティーの試作品   ・ ・ ・ヴェリーヌ 
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宍粟市報道発表              令和７年９月 18 日 

 

千種地域の新たな移動手段 

「ちくさええとこバス」実証運行開始 
 

概 要 

 

小型バスの減便や廃止が検討されている千種地域の新たな移動手段とす

る「ちくさええとこバス」の実証運行が、９月 26 日から始まります。 

このバスは、予約型の乗合交通で、実証運行開始から約 1か月後の 10月

中旬からは、ＡＩ運行システムを導入し、利用者の利便性を高めていく予

定です。 

千種地域では、地域運営組織「ちくさええとこ協議会」が令和７年度の重

点取組の一つとして、昨年度末より新たな移動手段の仕組みづくりを進め

る中で、国の「交通空白」解消緊急対策事業補助金を活用した実証運行計画

についての検討を行ってきました。 

先般、同補助金への応募を行ったところ、事業採択を受け、その後、事業

内容を精査し、同補助金の申請を行っています。 

なお、実証運行の開始にあわせ、次のとおりオープニングセレモニーが開

催されます。 

 

ちくさええとこバス実証運行オープニングセレモニー 

 日 時 ９月 26 日（金）１0時～ 

 場 所 ライブリーちくさ（千種市民協働センター）駐車場 

 内 容 テープカット、車両３台の出発式 

問合せ先 

 ちくさええとこ協議会（ちくさええとこセンター内） 

 千種地区コミュニティ支援員 切山、小野、大庭（℡ 0790-71-0230) 

 

参考資料 ちくさええとこバスチラシ 

問合せ先 所属 千種まちづくり推進課 ℡ 0790-76-2210 

兵庫県宍粟市 
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利用方法

ええとこバス
 実証運行を実施します！!

運行時間（乗車できる時間）：８時～１７時　・　運行エリア：千種町内
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　運休日：水・土・日・祝日・年末年始（12月29日～1月3日）　ご注意

実証運行期間
－－－－－－－－－－－－－－－－
2025年9月26日▼2026年1月31日

◯ええとこバスとは？
　利用者の希望する目的地と到着時間を、ＡＩ運行システムによ
り計算し、複数の方が乗り合わせて目的地までお車でお送りする
＜予約型の乗り合い交通＞です。

ええとこバスを利用するには、事前登録が必要です

※１０月中旬頃～、予約システムを導入予定です。

手順１ 電話で予約する！
希望日の１週間前から前日の１６時までに予約。
帰りの時間が分かる場合は、同時に予約します。

手順２ 確認の電話を受ける！
予約を締め切った後、確定時間などをお知らせします。

手順３ 迎えの車両に乗車して移動！
予定時間に自宅（又は指定場所）まで迎えに行きます。

手順４ 目的地に到着！
※道路事情により、到着時間が前後することがあります。

予約電話番号 0790-76-2500
（予約受付時間：９時～１６時／ちくさの郷 担当:山田）

月 火 木 金

お伝えいただくこと
①お名前と電話番号
②利用希望日と時間帯
③乗車・降車の場所
④複数の場合は人数

◯月◯日◯時頃
に◯◯にお迎え
に行きます。

・予約が重なった場合は、他の利用者との乗り合いになります。
・未就学児のみで乗車することはできません。必ず保護者同伴でお願いします。
・運転者による介助はできません。（乗降車時などの一時的な補助は可能）
・予約がいっぱいの場合、お断りしたり、時間を変更していただく場合があります。
・予約変更やキャンセルされる場合は、予定時間の１時間前までに必ずご連絡ください。
・事前にご案内した配車時間を過ぎると、車両は発車しますので、ご注意ください。
・お買い物や通院、バスへの乗り継ぎ、お子様の習い事の送迎など、色んな用途にご利用
いただけます。

☆９月２６日(金)１０時、ライブリーちくさで『運行セレモニー』を開催☆

ドライバー募集(9月30日締切)☆ちくさええとこセンター☎0790-71-0230

運行
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Q :事業はどこが行うのですか？
A :｢ちくさええとこ協議会｣です。

Q :運転は誰がするのですか？
A :ちくさええとこ協議会の委託を受けて、
｢ちくさの郷｣の運転手が行う予定です。

Q :なぜ実証運行を始めるのですか？
A :今の小型バスの減便や廃止が検討されているためです。
（2026年4月までに）
Q :どんな車が走るのですか？
A :自動車３台（4･7･10人乗り）が、事前に予約を受けて乗り合
いタクシーの方式で走ります。

Q :どこを走るのですか？
A :千種町内全域です。主に各地域と、まちの中心部の移動手段
として使っていただくことを想定しています。

Q :だれでも利用できるのですか？
A :車イスが必要な方･介助が必要な方は、ご利用になれません。
（福祉輸送サービスをご利用ください）一人で乗り降りが困難
な方は、付き添いの方の同乗をお願いします。（ペット不可）

Q :料金はいるのですか？
A :実証運行中（2025年9月26日～2026年1月31日）は無料です。
本格運行に移行後は、有料となります。（料金未定）

Q :運行日と運行時間は？
A :月・火・木・金曜日の概ね8時～17時です。

Q :予約はいつまでに、どこにするのですか？
A :利用したい日の前日（16時）までに電話で予約してくださ
い。『ちくさの郷』☎0790-76-2500まで。なお、予約時には、
利用される方の住所・氏名・電話番号・人数・利用したい日
時・乗降場所・大きな荷物の有無などをお伝えください。

教えて!!
 ええとこバス

実証運行期間
－－－－－－－－－－－－－－－－

2025年9月26日
▼

2026年1月31日
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宍粟市報道発表              令和７年９月 18 日 

 

パラスポーツを通じて理解と共感を深める 

「森のパラスポーツフェス」開催 
 

概 要 

 

障がい特性への理解促進と参加者同士の交流を目的に「第５回森のパ

ラスポーツフェス 2025」を開催します。 

障がいの有無や、団体・個人など関係なく、誰もが気軽に参加できる

このイベントは、パラスポーツを通じて互いを理解し合い、交流を深める

貴重な機会となります。 

 メイン種目は、パラリンピック正式種目である「ボッチャ」。予選はブ

ロックごとに行い、決勝はトーナメント方式で熱戦を繰り広げます。 

その他にも、ロボッチャ、卓球バレー、モルックなど、障がいの有無に関

係なく楽しめる体験ブースもあります。 

 参加費は無料で、昼食がつきます。 

 

 名称 第５回森のパラスポーツフェス 2025 

日時 10 月 25 日（土曜日）10 時～16 時  受付９時 30 分～ 

場所 スポニックパークいちのみや体育館（宍粟市一宮町東市場 1090-3） 

参加費 無料 

スケジュール 

 ９時 30分～ 受付 

10 時～ 開会式 

10 時 30 分～ ボッチャ予選 

体験ブース（ロボッチャ、卓球バレー、モルック） 

12 時～ 昼休憩（昼食つき） 

13 時～ ボッチャトーナメント戦 

15 時～ 閉会式・表彰式 

その他 

ボッチャの参加は申し込みが必要。 

チラシの二次元コードから表示される専用フォームかメール、電話、フ

ァックスで申し込み（申込期限は 10 月 22 日） 

 

参考資料 第５回森のパラスポーツフェス 2025 チラシ 

問合せ先 所属 障がい福祉課 ℡ 0790-63-3101 

兵庫県宍粟市 
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宍粟市報道発表               令和７年９月 18 日 

 

宍粟の稲わらと大豆で伝統の味をつくる 

藁苞
わ ら づ と

納豆づくり発酵教室 
 

概 要 

 

宍粟市産の稲わらと大豆を使った「藁苞
わらづと

納豆をつくる発酵教室」を開催

します。昔ながらの製法で、特別な納豆づくりに挑戦します。 

講師は神戸大学名誉教授で農学博士の保田茂さん。わらで大豆を包む方

法と、刻んだわらを容器に入れてつくる２種類の方法で作るほか、納豆が

できる発酵の仕組みついても学びます。 

この発酵教室を通じて、発酵食の魅力や発酵文化を身近に感じてもらう

とともに、発酵によるまちづくりの推進につなげます。 

 

 日 時 11 月 15 日（土）13 時 30 分～15 時 30 分 

 会 場 生涯学習センター学遊館（山崎町東下野 18） 

 対 象 市内在住の人 

     ※小学生以下は保護者同伴 

 参加料 500 円 

 定 員 20 名（申込者多数の場合は抽選） 

 申込方法 市公式サイトからアクセスできる専用フォームから申し込み 

 申込期限 11 月４日 

 主 催 宍粟市発酵のまちづくり推進協議会（事務局：秘書政策課） 

 その他 当日取材いただける場合は、秘書政策課までご連絡ください。 

参考資料  藁苞納豆をつくる発酵教室ちらし 

問合せ先 所属 秘書政策課 ℡ 0790-63-3139 

兵庫県宍粟市 
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保田　茂 

藁 苞 納
豆 を つ く る

発酵教室

PM

参加費

2025.

１:30-３:30

会場:学遊館

円

15 (土)11

500 申込み申込み

までまで
11.411.4 (火)(火)

講師

（神戸大学名誉教授）

やすだ　　しげる

TEL. 0790-63-3139

専用フォームからお申し込みください

問い合わせ：宍粟市役所　秘書政策課

わ ら
づ と な

っ と う

先生
※定員20名市内在住の人、
（小学生以下は保護者同伴）
申込多数の場合は抽選 

主催：宍粟市発酵のまちづくり推進協議会

ゆでた大豆をわらで包み、自宅で発酵させます。保温用の
発泡スチロールの箱や保温バックなどをご用意ください。

（山崎町東下野18）
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宍粟市報道発表               令和７年９月 18 日 

 

幼児期教育の在り方の理解深める 

しそう教育創造フォーラム開催 
 

概 要 

 

子どもの豊かな学びと確かな育ちを培うため、「第４回しそう教育創造

フォーラム 2025」を開催します。 

子どもたちが自発的かつ能動的に環境に関わりながら、さまざまな能

力や態度を身に着ける取り組みを行う市内の幼児教育施設の事例をもと

に、「環境を通して行う教育」の在り方について議論を深め、宍粟の幼児

教育の一層の充実につなげます。 

 

日時 令和７年 10 月 25 日（土）13 時 20 分～16時 20 分  

場所 宍粟防災センター（宍粟市山崎町鹿沢 65－3） 

対象 幼児教育施設への入所を希望する子どもの保護者、 

幼児教育関係者など、どなたでも参加いただけます 

内容 

・第１部 宍粟市の幼児教育施設の取組紹介 

「３歳児からの幼児教育～遊びは学び、学びは遊び～」をテーマに 

市内６つの幼児教育施設の実践事例を紹介します。 

・第２部 パネルディスカッション 

５人のパネラーが「幼児の豊かな学びと確かな育ちを培う幼児教育

の重要性」をテーマに議論します。 

申込方法 右の二次元コードからアクセスできる 

専用フォームで申し込み 

 申込期限 10 月 10 日（金）  

 

 

 

参考資料 「第４回しそう教育創造フォーラム 2025」チラシ 

問合せ先 所属 こども未来課 ℡ 0790-63-3114 

兵庫県宍粟市 
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